
予算要求資料
平成30年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　岐阜県農業フェスティバル開催費負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　農産物流通課　地産地消係　電話番号：058-272-8417
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　17,000千円（前年度予算額：13,000千円）
＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	13,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,000

	要求額
	17,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	17,000

	決定額
	16,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,300


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県農業フェスティバル実行委員会が行う、第３２回岐阜県農業フェスティバルの開催に伴う経費の一部負担を行う。

（２）事業内容

【岐阜県農業フェスティバル】

・開催趣旨：岐阜県の農業のＰＲ、県産農産物や加工食品の消費拡大等を通じた本県農業の一層の活性化を目的として、県、市町村、農業関係団体、食品産業団体などとの連携により開催。
・主　　催：岐阜県農業フェスティバル実行委員会
（構成団体：岐阜県、ＪＡ岐阜中央会他県農業関係団体等）
・開催時期：平成30年10月27日(土)、28日(日)
・開催場所：ＯＫＢぎふ清流アリーナ及びその周辺
・開催実績：来場者数　178,000人(H28)、販売額　68,400千円(H28)

　　　　　　平成29年度は台風の影響により中止
（３）県負担・補助率の考え方

岐阜県農業フェスティバルは、毎年１８万人前後が来場する県内最大級の食と農のイベントである。県は実行委員会の構成員であり、本県農業のＰＲ、地産地消の推進として、開催に係る経費の県負担は妥当。

（４）類似事業の有無
なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	17,000
	岐阜県農業フェスティバル実行委員会への負担金

	合計
	17,000
	


	　決定額の考え方　

所要額を精査し計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
ぎふ農業・農村基本計画

（２）後年度の財政負担
岐阜県農業フェスティバルは、毎年１８万人前後が来場する県内最大級の食と農のイベントである。県は実行委員会の構成員であり、本県農業のＰＲ、地産地消の推進として、継続的な開催支援が必要である。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜県の農業の現状と将来方向を広く県民にＰＲするとともに、県産農畜水産物や加工品の消費拡大等を通して、本県農業の一層の活性化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	来場者数(人)
	0
（S60）
	186,000
（H26）
	181,000
（H27）
	178,000
（H28）
	183,000
（※）
	97.3％

	販売金額(千円)
	0
（S60）
	69,150
（H26）
	71,800
（H27）
	 68,400（H29）
	71,716
（※）
	95.4％


※直近開催７中５回の来場者数及び販売額の平均値
○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

第３１回岐阜県農業フェスティバルは、台風の影響により中止


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

台風の影響により中止


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	・毎年１８万人前後の来場者があり、食と農に関する県内最大級のイベントとして定着している。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	・多くの県民に県施策、県農業を知っていただく、絶好の機会となっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	・実行委員会形式を取り、共催団体及び出展団体に費用負担を

お願いしている。

・所要経費（開催経費）の大枠を占める会場設営費のうち、会場設営業務及び警備業務に指名競争入札方式を採用し、経費の削減、効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・県庁舎建て替えに伴い、会場レイアウトを大幅に変更する必要がある。

・来場者の自家用車使用率が高く、午前に集中するため、駐車場について
改善を求める意見が多い。周辺道路の渋滞を回避するためにも、来場者用駐車場の確保とシャトルバスの効率的運用について検討する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・本フェスティバルの継続開催を望む声は多く、県民ニーズ、事業効果の
点から継続すべきである。

・より多くの県民に県の施策や県農業を知っていただけるよう、課題の改善に取り組む。


